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Abstract. Based on the literature published between the years 1895 and 2007, a checklist is com-

piled for the following 19 named species and 2 unidentified species belonging to 6 genera in the

copepod family Ergasihdae that were reported as fish parasites or plankton from Japan: Dermo-

ergasilus amplectens, Ergasitus auritus, E. bani, E. briani, E. divergens, E. fidiformis, E. genui-

nus, E. hypomesi, E. orientalis, E. parasiluri, E. plecoglossi, E. versicolor, E. wilsoni, E.

zacconis, Ergasilus sp. 1, Ergasilus sp. 2, Neoergasilus japonicus, Nipergasilus bora, Para-

ergasilus longidigitus, Thersitina gasterostei and T. kasaharai. The checklist shows that 15

species are known as parasites from 22 species of丘sh in 12 families from 8 orders. A key to

Japanese ergasilids based on the morphology of adult females is also given.
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(要約)

わが国から魚類寄生虫あるいはプランクトンとして,以下の6属19種および2未同定種を含むニセエラ

ジラミ科カイアシ類が報告されている: Dermoergasilus amplectens, Ergasilus auritus, E. bani, E. briani, E.

divergens, E. fidiformis, E. genuinus, E. hypomesi, E. orientalis, E. parasiluri, E. plecoglossi, E. versicolor, E.

wilsoni, E. zacconis, Ergasilus sp. 1, Ergasilus sp. 2, Neoergasilus japonicus, Nipergasilus bora, Paraergasilus

longidigitus, Thersitina gasterostei, T. kasaharai.わが国で出版された文献(1895-2007年)に基づき,各種の情

報を目録としてまとめた.これにより,6属15種のニセエラジラミ類が8日12科22種の魚類から報告され

ていることが明らかになった.また,成体雌の形態に基づいて本邦産ニセエラジラミ類の検索表を作成し

fz.
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はじめに

ニセエラジラミ科Ergasilidae (以下,ニセエ

ラジラミ類)は,ツブムシ目(ポユキロストマム

目) Poecilostomatoidaまたはケンミジンコ目

Cyclopoidaに属するカイアシ類である(Kabata,

1979; Boxshall & Halsey, 2004).今のところ本科

には,所属が不明確な3属を含めて合計31属約

260種が知られている.タイプ属のニセエラジ

ラミ属Ergasilusが最も大きな属で,種数は180

種を超える(Boxshall & Halsey, 2004).
ニセエラジラミ類は,淡水魚および海水魚の

外部寄生虫として知られ,時に養殖魚に寄生し

て病害を与えることもある(例えば中島・江華,

1973;中島ほか, 1974; Lin & Ho, 1998;城, 2006).

またニセエラジラミ.類は,わが国では従来,寄
生虫として位置づけられていたが,近年,日本

各地の湖沼プランクトンとして出現すること

が確認され(Ohtsuka et al, 2004a, b;大塚ほか,

2004),その存在が見直されている.後述するよ

うに,日本各地から多くの採集記録があり,わ

が国の主要な淡水・汽水プランクトンのひと

つと言える.

このような魚類寄生虫およびプランクトン

としての重要性を考えると,ニセエラジラミ類

に関する知見を整理しておくことは重要と思

われる.しかし,そうした努力は浮遊性種につ

いて大塚ほか(2004)によって行われたのみで

ある.そこで本論文では,魚類寄生性種をも含

めた日本産ニセエラジラミ類の既知全種(6属

19種および2末同定種)について,過去の文献

(1895-2007年)を整理し,各種の情報を日録と

して示す.また,魚類寄生性種について宿主・

寄生虫リスト(Table 1)を作成し,本邦産種で

形態がよく記載されている6属17種について

検索表を示す.

具体的には,それぞれの種の目録において,

標準和名と最新の学名をまず記し,異名リスト

と地理的分布を示したあと,寄生性種では宿主

と寄生部位を示す.地理的分布に関する情報は,

都道府県別に整理し,詳細な採集地を記したあ

と,その記録のもとになった報文の著者名と出

版年を示す.都道府県名は北から南に順に配列

している.寄生性種で宿主からの記録が都道府

県からある場合には,それら名前を宿主名のあ

とに記す.備考には,当該種の生態学的な事項

や他国における分布,博物館における登録標本

の所在,新標準和名の根拠のほか,生息場所(演

水産,汽水産,海産)を記述する.なお,異名リ

ストに示した学名はわが国で用いられたもの

に限られ,リストを欠くものは異名での報告が

わが国にないことを示す.

ニセエラジラミ類の各属と属内の各種は,そ

れぞれ属と種小名のアルファベット順に配列

した.また,山口左仲博士がわが国から記載し

た魚類寄生性ニセエラジラミ類の標本は目黒

寄生虫館(東京都目黒区下目黒4-1-1)に登録・

保管されているので,それら標本を調べ,当該

種の備考に標本の状態や登録番号を記した.な

お国際動物命名規約第4版(動物命名国際審議

会,2000)に従って,原記載,種小名,異名リスト,

新参異名,タイプ属,ホロタイプ,パラタイプ,

シンタイプ,レクトタイプ,パラレクトタイプ,

タイプ宿主などの用語を本論文では使用した.

宿主・寄生虫リストにおいて,魚類の標準和名

と学名は中坊(2000)に従った.

こセエラジラミ類で標準和名をもつものは

僅か2種で,トウヨウニセエラジラミErgasilus

orientalis(椎野, 1965)とブライアンニセエラジ

ラミErgasilus briani (武田ほか, 2000)のみであ

る.本邦産各種に標準和名を与えておくことは,

今後,ニセエラジラミ類の研究や記述を行う際

に有用かつ便利と思われる.そこで本論文では,

日本産既知種に対して,新標準和名の提唱もあ

わせて行う.

プランクトンとして出現するニセエラジエ

ラミ類は,従来,オンカエア科Oncaeidaeリムノ

ンケア属Limnonceaに所属するとされてきた.

日本産淡水動物プランクトンを扱った図鑑で,

水野(1984)はこの科に含まれるLimnoncaea

genuina, L. diuncata, L. divergensの3種,また水

野・高橋(1991, 2000)はL. genuinaを紹介した.
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しかし近年のOhtsuka etal. (2004a, b)の研究に

より,.リムノンケア属はニセエラジラミ科に属

し, L. genuinaはErgasilus genuinus, L. divergens

はErgasilus divergens, L. diuncataはThersitina

gasterosteiとされたので,本論文でもこれら最

新の学名を用いる.なお,水野(1964)や田中

(2002)による淡水プランクトン図鑑や伊藤・

三浦(1973)による抜水力イアシ類に関する総

説には,ニセエラジラミ類に関する記述はない.

ニセエラジラミ類の分類と生活史に関しては,

Yamaguti (1963)とBoxshall & Halsey (2004)に

よるモノグラフ,Do(1982)による日本産魚類

寄生性ニセエラジラミ類11種の検索表,大塚

ほか(2004)による総説,浦和(2004)による記事

が有用である.

日本産ニセエラジラミ科カイアシ類のEI録

ニセエラジラミ科

Ergasihdae von Nordmann, 1832

フトウデニセエラジラミ属(新称)

Dermoergasilus Ho and Do, 1982

フトウデニセエラジラミ(新称)

Dermoergasilus amplectens (Dogiel and

Akhmerov, 1 952)

地理的分布:三重県(敵ELRashidy & Box-

shall, 2001a),和歌山県(和歌の浦: El-Rashidy &

Boxshall, 2001a) ,岡山県(児島湾Ho & Do,

1982)

宿主:ボラ(三重県,和歌山県,岡山県)

寄生部位:鰭

備考:本種の本邦産標本はHo & Do (1982)

によって記載された.韓国(Kim, 1998),ロシア

東部(Dogiel & Akhmerov, 1952; Markevich &

Titar, 1978),オーストラリア(Kabata, 1992),イ

ンド(Ho etal, 1992),南アフリカ(El-Rashidy &

Boxshall, 2001a)にも分布する.新標準和名は,

成体雌の第2触角が透明な膜に包まれて,太い

腕(フトウデ)のように見えることによる.海産

または汽水産.

ニセエラジラミ属

Ergasilus von Nordmann, 1832

ダルマニセエラジラミ(新称)

Ergasilus auritus Markevich, 1940

地理的分布:北海道(塘路湖:浦和, 2004)

宿主:ワカサギ(北海道)

寄生部位:負思蓋

備考:わが国では,本種の成体雌の背面図が

示されているが(浦和, 2004),形態の記載はな

い.ロシア東部(Dogiel & Akmerov, 1952; Gusev,

1987)と北米(Roberts, 1963, 1970; Noble et al.,

1963; Hanek & Threlfall, 1970; Kabata, 1988)に

も分布する.その形態は北米産標本を観察した

Roberts (1963)に詳しい.新標準和名は,成体雌

の胸節前部が膨らんで体形がダルマ(達磨)に

似ることに基づく.淡水産.

エゾニセエラジラミ(新称)

Ergasilus bani Ohtsuka, Ho and Nagasawa, 2004

地理的分布:北海道(根室長節沼: Ohtsuka et

al., 2004a)

備考:本種はこれまでプランクトンとしての

み知られ,宿主に関する記録はない(Ohtsukaet

al, 2004a).今のところ他国からの記録はない.

本種のホロタイプとパラタイプは千葉県立中

央博物鑑またパラタイプの一部は米国自然史

博物館に保管されている(Ohtsuka et al..

2004α).新標準和名は,本種が北海道(古くは蝦

秦:エゾ)から発見されたことによる.汽水産ま

たは淡水産.

ブライアンニセエラジラミ

Ergasilus briani Markevich, 1933

地理的分布:北海道(塘路湖:浦和, 2004),莱
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Fig. 1. A map of Japan showing the sampling localities (closed circles) of Ergasilus genuinus based

on the literature. Prefectural boundaries are shown by dotted lines.

京都(皇居内濠:武田ら, 2000),滋賀県(琵琶湖:

武田ら, 2000)

宿主:モツゴ(東京都,滋賀県),ワカサギ(北

海道),ウキゴリ(滋賀県)

寄生部位:鯉

備考:わが国では本種の形態は武田ほか

(2000)によって簡単に記載された.浦和(2004)

は成体雌の背面図を示した.韓国(Kim& Choi,

2003),中国(Yin, 1956, 1962; Kuang & Qian,

1991),ロシア東部(Dogiel & Akhmerov, 1952;

Smirnova, 1971; Gusev, 1987)のほか,ヨーロッ

パの国々(Fryer, 1982; Fryer & Andrews, 1983;

Alstonetal., 1993を参照)から報告されている.

英国で生活史が明らかにされた(Alston et al.,

1996).皇居内濠産標本が国立科学博物館に保

管されている(武田ほか, 2000).淡水産.

Ergasilus divergens (Kokubo, 1914)

異名リスト: Limnoncaea divergens Kokub0,

1914

地理的分布:北海道(看採湖:小久保, 1914),

鳥取県(湖山池:岡野, 1974, 1987fc, c, 1991a;水

野, 1984;東郷池:岡野, 1974, 1987ft, c, 1991a;
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水野, 1984)

備考:本種は,春採湖から採集された雄をも

とに小久保(1914)によってリムノンケア属の

1種として記載されたが, Ohtsuka et al. (2004a)

はエラジラミ属に所属させた.しかし,種の同

定に必要な雌の形態に関する情報を欠いてい

るため,本種の分類学的位置を確定できない

(Ohtsuka et aL, 2004a;大塚ほか, 2004).この理

由により,本種には標準和名を提唱しない.今

級,新たな標本を得て,形態分類学的研究が必

要である.汽水産または汽水産.

ヒョウクンニセエラジラミ(新称)

Ergasilusfidiformis Yamaguti, 1 953

地理的分布:茨城県(土浦・霞ケ浦: Yamaguti,

1953, 1963)

宿主:ゼニタナゴ(茨城県),ウグイ(茨城県),

モツゴ(茨城県),ビワヒガイ(茨城県)

寄生部位:紘

備考: Yamaguti (1953)による原記載以後,本

種の記録はない.原記載のもとになった標本の

採集地は「土浦」と報告されたが, Yamaguti

(1963)は「霞ケ浦」と記している.今のところ

他国からの記録はない.目黒寄生虫館には,

1940年4月3日に土浦で採集されたヒガイの

組からの標本(登録番号SY3722)が保管されて

いるが,カビ類が侵入して状態は良くない.新

標準和名は,成体雌の頭胸部がヒョウタン(孤

質)の形に似ることによる.淡水産.

ウキニセエラジラミ(新称)

Ergasilus genuinus (Kokubo, 1914)

異名リストLimnoncaea genuina Kokubo,

1914

地理的分布(Fig. 1):北海道(声問沼:田中,

1988, 1992;兜沼:五十嵐・津, 1933fc;小久保,

1944;元田, 1950;ペンケ沼:五十嵐・揮, 1932,

1933α;五十嵐, 1939;小久保, 1944;元田, 1950;

パンケ沼:五十嵐・揮, 1932, 1933α;小久保,

1944;元田1950;田中1992;網走湖　Hada,

1940;元田・石田, 1948, 1949, 1950;湧洞沼:高

安・近藤, 1934;小久保, 1944;元田, 1950;水野,

1984;水野・高橋, 1991, 2000;田中, 1992;札幌

【旧篠路村]の池沼:小久保, 1914, 1932, 1955;水

野, 1984;水野・高橋, 1991, 2000;大沼: Ohtsuka

et al., 2004a;大塚ほか, 2004),青森県(尾駁沼:

小久保・川村, 1949;田中, 1983, 1992;市柳沼:

小久保・川村, 1949;田中, 1982, 1992;小川原

潤:榊ほか, 2002;金木町芦野公園藤枝溜池:岡

野, 19956;津軽十二湖【人影の池,王池,金山の

池,糸畑の池]:岡野, 1995&),茨城県(渦沼・.小久

煤, 1944;今村・堀, 1964;田中, 1985, 1992;霞ケ

捕:小久保, 1914, 1932, 1955;宮内, 1935;小久

煤, 1944;丹下ほか, 1957;加瀬林ほか, 1959;水

野, 1984;水野・高橋, 1991, 2000;田中, 1992),

東京都(小河内貯水池:乙幡, 1967),山梨県(河

口湖:門田1962;古田ほか1974;水野, 1984;

水野・高橋, 1991,2000),長野県(聖高原または

志賀高原の池:岡野, 1987d),富山県(放生津潟:

Mashiko, 1955),岐阜県(御母衣潮:岡野, 1987d),

石川県(河北潟:益子, 1949; Mashiko & Inoue,

1952; Mashiko, 1955;上棟ほか, 1973;水野, 1984;

水野・高橋, 1991,2000;邑知潟:益子ほか, 1951;

Mashiko & Inoue, 1952; Mashiko, 1955;水野,

1984;水野・高橋, 1991, 2000;今江潟: Mashiko

& Inoue, 1952;木場潟: Mashiko & Inoue, 1952;

Mashiko, 1955;金網, 1973;水軌1984;水野・高

檎, 1991, 2000;田中, 1992;柴山潟と近隣河川:

金網, 1973;水野, 1984;水野・高橋, 1991,2000),

福井県(北潟: Mashiko & Inoue, 1952; Mashiko,

1955;三方湖群【水月湖】:小久保, 1944, 1947),

滋賀県(琵琶湖:岡野, 1974, 1987c,/, 1991a, b,

1996, 1998;永源寺ダム:岡野, 1993;青土ダム:

岡野, 1992;十合の池:岡野, 1996, 1998),大阪府

(長池:岡野, 1995α),鳥取県(多絵ケ池:岡野,

1974, 1987a, c, 1991a;湖山池: Mashiko, 1955;岡

軌1974, 1987b, c, 1991a;水野, 1984;水野・高

檎, 1991, 2000;東郷池:岡野, 19876;水野, 1984;

水野・高橋, 1991,2000),鹿児島県(種子島分場

の池:鈴木・西田, 1963),採集地不明(森下,
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1996)

備考:本種の形態に関する詳細な記載はoh-

tsukaetal. (2004a)によって行われた.その学名

についてはOhtsuka et al. (2004a)と大塚ほか

(2004)によって論議されている.本種は寄生性

ではなく,プランクトンとしてのみ知られる(小

久保, 1914; Ohtsukaetal,2004a).プランクトン

として出現するニセエラジラミ類については,

岡野(19876,c)によっても考察されている.上

記の分布からも明らかなように,本種は北海道

から種子島まで広く分布する.今のところ他国

からの記録はない.新標準和名は,本種が浮遊

性(ウキ:浮き)であることによる.汽水産およ

び淡水産.

ワカサギニセエラジラミ(新称)

Ergasilus hypomesi Yamaguti, 1 936

地理的分布:北海道(茨戸湖・網走湖: Naga-

sawa et al., 1989,大沼: Ohtsuka etal, 2004a),茨

城県(土浦-霞ケ浦: Yamaguti, 1936, 1963)

宿主:ウグイ(北海道),ワカサギ(北海道,求

城県),ジュズカケハゼ(北海道),ウキゴリ(北

海道)

寄生部位:体表,鰭,鱈

備考:本種は当初, Yamaguti (1936)によって

魚類寄生虫として記載されたが,網走湖と大沼

ではプランクトンとしても採集されている

(Nagasawa et al., 1989; Ohtsuka et al., 2004a).原

記載のもとになった標本の採集地は「土浦」と

報告されたが, Yamaguti (1963)は「霞ケ浦」と

記している.韓国(Kim, 2004),中国(Yin, 1956;

Wang, 1964; Chen, 1973; Kuang & Qian, 1991),

ロシア東部(Markevich, 1956; Markevich &

Titar, 1978)にも分布する.本種の生活史は韓国

で明らかにされた(Kim, 2004).目黒寄生虫館

には, 1929年4月15日に土浦で採集された不

明宿主(「ハム?」と記述)の賠からの標本

(SY3727)が保管されているが,カビ類が侵入

して状態は良くない.新標準和名は,本種の種

小名のもとになった宿主のワカサギに由来す

る.淡水産.

トウヨウニセエラジラミ

Ergasilus orientahs Yamaguti, 1 939

地理的分布:静岡県(浜名湖: Yamaguti,

1939),高知県(不明: Yamaguti, 1939),長崎県
(不明: Yoshikoshi & KO, 1991α)

宿主:トウゴロウイワシ(静岡県),サヨリト),

マハゼ(静岡県,高知県,長崎県)

寄生部位:紘

備考:本種はYamaguti (1939)によって記載

された.椎野(1965)はサヨリを本種の宿主と

して挙げたが,その根拠となる原著論文を筆者

らは知らない.本種はオーストラリアとブラジ

ルからも採集記録がある(Cressey & Collette,

1970).目黒寄生虫館には,以下の宿主から採集

された本種の標本が保管されており,そのなか

にはサヨリも含まれる:トウゴロウイワシ(紘,

浜名湖, 1936年10月12日[SY3683],浜名湖,

1936年7月23日【sY3684]);サヨリ(舵,浜名

潤, 1936年11月12日【SY3686],浜名湖, 1936

年10月21日【SY3688】);マハゼ(鰭,浜名湖,演

名湖, 1936年10月12日[SY3661], 1936年10月

12日【SY3685],浜島, 1939年7月13日

[sY3701],土佐, 1936年11月21 B [SY3848]).

またこれら以外に, 1936年7月23日に浜名湖

産トウゴロウイワシの鯉から採集されニセエ

ラジラミ属の不明種の学名を付した標本

(SY3853)も残されているが,これも本種の可能

性がある.いずれの標本もカビ類の侵入を受け

て状態は良くない.海産または汽水産.

ナマズニセエラジラミ(新称)

Ergasilus parasiluri (Yamaguti, 1 936)

異名リスト: pseudergasilus parasiluri Yama-

guti, 1936

地理的分布:滋賀県(琵琶湖:大塚,未発表),

福岡県(柳川市沖端: Yamaguti, 1936)

宿主:ナマズ(滋賀県,福岡県)
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寄生部位:紘

備考: Yamaguti (1939)による原記載以後,本

種の記録はわが国になかったが,今回,琵琶湖

産ナマズの鯉から採集された本種の記録を新

たに含めた.本種は当初, Yamaguti (1939)が創

設したpseudergasilus属に含まれたが,近年の

科学者(Gusev, 1987; Kim & Choi, 2003; Boxshall

& Halsey, 2004; Kim & Nagasawa, 2006)はこの

属を認めていない.本種は中国(Yin, 1956, 1962;

Wang, 1964; Chen, 1973; Kuang & Qian, 1991)と

ロシア東部(Dogiel & Akhmerov, 1952; Marke-

vich, 1956; Smirnova, 1971; Gusev, 1987)にも分

布する.目黒寄生虫館には, 1935年4月23日に

沖端で採集されたナマズの鯉からの標本

(SY3690, SY3691, SY3877, SY3878)が保管さ

れているが,カビ類が侵入して状態は良くない.

このうち,後二者の標本にはニセエラジラミ属

の不明種の学名が付記されている.新標準和名

は,本種の種小名のもとになった宿主のナマズ

に由来する.淡水産.

アユニセエラジラミ(新称)

Ergasilus plecoglossi Yamaguti, 1 939

地理的分布:兵庫県(加古川: Yamaguti, 1939)

宿主:アユ(兵庫県)

寄生部位:鯉

備考: Yamaguti (1939)による原記載以後,わ

が国で本種の記録はない言可川におけるアユの

生活期が春一秋季に限られることを考えると,

冬季に寄生する別の宿主魚類が存在するはず

であり,宿主はアユに限らないだろう.他国か

ら本種の記録はない.目黒寄生虫館には, 1936

年8月5日に加古川で採集されたアユの賠から

の標本(SY3692)が保管されているが,カビ類

が侵入して状態は良くない.新標準和名は,本

種の種小名のもとになった宿主のアユに基づ

く.淡水産.

Ergasilus γersicolor Wilson, 191 1

地理的分布:石川県(柴山潟:渡辺ほか, 1973)

備考:本種は,渡辺ほか(1973)がプランクト

ンとして報告したが,形態学的な情報を伴って

おらず,この同定には確認が必要である.また,

彼らの採集地(柴山潟)にはウキニセエラジラ

ミも分布するが,それとの異同について一切触

れられていない.他方, E. versicolorは北米産魚

類に寄生する種であり(Roberts, 1969, 1970;

Kabata, 1988),これまでにプランクトンとして

出現した記録はない.東アジアの他国からも報

告はない.こうしたことから,現段階で本種を

日本産種として認めることはできず,ここでは

新標準和名の提唱を行わない.汽水産または淡

水産.

シオミズニセエラジラミ(新称)

Ergasilus wilsoni Markevich, 1933

地理的分布こ北海道(塘路湖:浦和, 2004)

宿主:ワカサギ(北海道)

寄生部位:負思

備考:わが国では,本種の成体雌の背面図が

示されているが(浦和, 2004),詳細な形態の記

載はない.韓国産標本に基づいてKim(1998)が

形態を記載している.韓国(Kim, 1998)とロシ

ア東部(Gusev, 1951; Dogiel & Akhmerov, 1952;

Markevich, 1956; Markevich & Titar, 1978)から

記録がある.本種は汽水産または海産であり,

海に下ったのち淡水域に沸上するワカサギの

回遊を示す生物指標として使用できる(浦和,

2004).新標準和名は,本種が汽水産または海産

(シオミズ:塩水)であることによる.

オイカワニセエラジラミ(新称)

Ergasilus zacconis (Yamaguti, 1 936)

異名リスト: pseudergasilus zacconis Yama-

guti, 1936

地理的分布:長野県(諏訪湖: Yamaguti, 1936),
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愛知県(御津:中島ほか, 1974),岡山県(瀬戸:中

島・江草, 1973),広島県(沼田川: Kim & Naga-

sawa, 2006)

宿主:オイカワ(長野県,広島県),アユ(愛知

県,岡山県)

生部位:賠

備考:本種は従来, Pseudergasilus属に含まれ

ていたが(Yamaguti, 1936), Kim & Choi (2003)
によってこセエラジラミ属に移された.最近,

広島県産標本に基づいて再記載が行われた

(Kim & Nagasawa, 2006).愛知県と岡山県のア

ユから見出された個体は,琵琶湖で漁獲され養

殖種首として両県に輸送された魚体に寄生し

ていたものである(中島・江華,1973;中島ほか,

1974).このため,本種は滋賀県(琵琶湖)にも分

布する可能性がある.今のところ他国からの記

録はない.目黒寄生虫館には, 1935年5月16日

に諏訪湖で採集された「ハヤ」の鯉から得られ

た標本(sY3690)が保管されているが,カビ類

が侵入して状態は良くない.また同館には,1940

年6月29日に京都府の桂で採集されたアユの

鯉からの未同定標本(SY3735)も保管されてお

り,本種に類似する. Kim & Nagasawa (2006)が

再記載した標本は国立科学博物館に保管され

ている.新標準和名は,本種の種小名のもとに

なった宿主のオイカワに由来する.淡水産.

Ergasilus sp. 1

地理的分布:国後島(東沸湖:菊池, 1934;上野,

1934;東沸小潮:菊池, 1934;上野, 1934),青森県

(鷹架沼:田村, 1932),茨城県(霞ケ浦:北原,

1895;北浦:菊地ほか, 1978)

備考:北原(1895)は霞ケ浦で採集した生物の

1種をErgasilus sp.に同定した.これが日本で
最初に報告されたニセエラジラミ科カイアシ

類である.後年,菊地ほか(1978)は隣接する北

浦から本種を得てErgasilus sp.?と記した.その

同定に関しては,霞ケ浦からウキニセラジラミ,

同湖に近い土浦からヒョウタンニセエラジラ

ミとワカサギニセエラジラミが発見されてい

るので,それらとの異同を検討する必要がある.

一方,国後島と青森県の湖沼でもErgasilus sp.
が記録されているが,霞ケ浦や北浦のものとの

異同は不明である.淡水産または汽水産.

Ergasilus sp. 2

異名リスト:Limnoncaeasp.

地理的分布:北海道(兜沼:五十嵐1939;網

走湖:岡野1987e;春採湖:岡野, 1987e),青森県

(大沼: Kokubo & Mashiko, 1939;小久保・益子,

1940;小久保, 1944;長沼: Kokubo & Mashikb,

1939;小久保・益子1940;鷹架沼:小久保・川

村, 1949),福島県(秋元湖:小久保・川村,

1941),長野県(白樺湖:岡野, 1987rf),滋賀県(琵

琶湖:森, 1942),鳥取県(多能ケ池:岡野, 1987c;

湖山池:岡野, 1987c;東郷池: Mashiko, 1955),揺

集地不明(小久保, 1914)

備考:本種は採集地不明の標本に基づいて,

小久保(1914)によってリムノンケア属の1種

として記載されたが, Ohtsuka et al. (2004a)は

この属をエラジラミ属の新参異名とした.この

ため本論文でも,本種をエラジラミ属に所属さ

せた.しかし,小久保が調べた標本は成体では

なく,ある種のコペボディド幼体であったため

(Ohtsuka et al, 2004a;大塚ほか, 2004),種の同

定ができない.また,上記各所から採集された

個体に関する情報は極めて少なく,多くの場合,

リムノンケア属の1種として記録されているの

みである.今後,各地から新たな標本を得て,形

態分類学的な検討を行う必要がある.秦(1942)

は本種の属名をLymoncaeaと誤記した.汽水産

または淡水産.

ヤマトニセエラジラミ属(新称)

Neoergasilus Yin, 1956

ヤマトニセエラジラミ(新称)

Neoergasilusjaponicus (Harada, 1 935)

地理的分布:北海道(小沼・茨戸湖: Nagasawa
etal., 1989),広島県(福山:室賀ほか1974;
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Urawa etal, 1980a, b, 1991,浦和, 2004),長崎県

(不明: Yoshikoshi & KO, 1991a, b)

宿主:ギンブナ(北海道),フナ(広島県),ウグ

イ(北海道),モツゴ(広島県),ブルーギル(広島

県,長崎県),ドンコ(広島県)

寄生部位:鰭

備考:室賀ほか(1974)は,本種の宿主として

"モロコPseudorasboraparva"と"フナCarassius

carassius　を報告したが,前者では和名と学名

が一致していないため,本報告では学名に基づ

きモツゴとした.また,後者には亜種名等の記

述はない. Amado etal. (1995)は「日本のJe-

tsugetsutanLake (日月滞)」で採集された本種を

調べたと記しているが,この湖は台湾に存在す

るため,本論文ではこの記録を含めない.本種

の生活史はurawaetal. (1980a, b, 1991)によっ

て詳細に研究され,その成果は浦和(2004)によ

って紹介されている.なお, Urawaetal. (1980&)

はコペボディド幼体の形態を記載する際,野外

の池から浮遊個体を採集して試料とした.台湾

(Harada, 1935, 1942),韓国(Kim & Choi, 2003),

中国(Yin, 1956, 1962; Wang, 1964; Chen, 1973;

Kuang & Qian, 1991),ロシア東部(smirnova,

1971; Gusev, 1987)に分布するほか,ヨーロッ

パや北米に持ち込まれ分布域を広げている

(Hanek, 1968; Ponyi & Molnar, 1969; Lescher-

Moutoe, 1979; Mugridge et al., 1982; Fryer, 1982;

Tuuha et al., 1992; Abdelhaim et al., 1993; Hayden

& Rogers, 1998; Hudson & Bowen, 2002; Baud et

ah, 2004; Knopf & Holker, 2005; Beyer et ah,

2005).本属と本種の新標準和名には,本種の種

小名に含まれるjapomcusに因み,日本を意味す

るヤマト(大和)を用いた.淡水産.

オオユどこセエラジラミ属(新称)

Nipergasilus Yin, 1949

オオユどこセエラジラミ(新称)

Nipergasilus bora (Yamaguti, 1 939)

異名リスト: Ergasiloides bora Yamaguti, 1939

地理的分布.・静岡県(浜名湖: Yamaguti, 1939),

三重県(津: EトRashidy & Boxshall, 2000),岡山

県(児島湾: Ho &Do, 1982),島根県(神西湖;大

塚,未発表)

宿主:ボラ(静岡県,三重県,岡山県,島根県)

寄生部位:班

備考:本種はYamaguti (1939)によって創設

されたErgasiloides属の1種として記載された

が,この属は先取されていたためにYin (1949)
は新たに創設したオオユどこセエラジラミ属

に移した.児島湾産標本に基づいてHo & Do

(1982)は本種の形態を詳細に記載した.韓国

(Kim, 1998),インド(El-Rashidy & Boxshall,

2000),エジプト,イスラエル,フランスの各地

中海沿岸と旧ユーゴスラビアのアドリア海沿

」p (Papema & Lahav, 1971; Raibaut & Ben Has-

sine, 1977; Radujkovic & Raibaut, 1987; Caillot et

dJ 1999;田-Rashidy & Boxshall, 2000; Merella

& Garippa, 2001)にも分布する.買黒寄生虫館

に本種の標本はない.新標準和名は,成体雌の

第2触角先端が大きな細長い鈎爪状(オオユビ:

大指)になっていることに基づく.汽水産また

は海産.

ミツユビバナジラミ属(新称)

Paraergasilus Markevich, 1 937

ミツユビバナジラミ(新称)

Paraergasilus longidigitus Yin, 1 954

地理的分布:岡山県(児島湖: Do, 1982),広島

県(芦田川: Do, 1982)

宿主:ゲンゴロウブナ(広島県),カマツカ(広

島県),ギギ(岡山県),ナマズ(岡山県)

寄生部位:鼻腔

備考:本種はわが国ではDo (1982)によって

記載された.中国(Yin, 1954, 1956, 1962; Wang,

1964; Chen, 1973; Kuang & Qian, 1991)とロシア

東部(smirnova, 1971; Gusev, 1987)に加えて,ト

ルコ(Koyunetal.,2007) ,フィンランド(Tuuha

etal., 1992),メキシコ(Johnson, 1971; El-Rashidy
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& Boxshall, 2001&)にも分布する.新標準和名

は,成体雌の第2触角先端が3つの細長い鈎爪

状(ミツユビ:三指)であることに加え,鼻腔(ハ

ナ:鼻)に寄生することに基づく.淡水産.

トゲウオジラミ属(新称)
Thersitina Norman, 1905

トゲウオジラミ(新称)

Thersitina gasterostei (Pagenstecher, 1 86 1 )

異名リスト　Limnoncaea diuncata Kokubo,

1914; Thersitina diuncata (Kokubo, 1914)

地理的分布:北海道(春採湖:小久保, 1914;

Ohtsuka et al, 2004&),鳥取県(湖山池:岡野,

1974, 1987c, 1991α;水野1984;東郷池:岡野,

1974, 19876, c, 1991a;水野, 1984) ,島根県(宍

道湖:岡野, 1974, 1987c, 1991a;水野, 1984)

宿主:イトヨ(北海道)

寄生部位:鯉腔

備考:本種は魚類寄生性であるが,汽水域の

湖沼でプランクトンとしても出現する(小久保,

1914;岡野, 1974, 19876, c, 1991a; Ohtsuka etal.,

2004fc).上記の採集地のち,魚類(イトヨ)への

寄生が確認されているのは春採湖だけで,他の

湖沼でも魚類宿主を確認する必要がある.本種

の学名はOhtsuka et al. (2004ft)と大塚ほか

(2004)によって論議されている.本種は北米や

ヨーロッパのトゲウオ科魚類に広く寄生し

(Hanek & Threlfall, 1969; Walkey et al., 1970;

Kabata, 1979, 1988),ロシア東部(Gusev, 1951,

1987; Markevich & Titar, 1978)からも報告があ

る.新標準和名は,本種が北半球に生息するト

ゲウオ科魚類に広く寄生することによる.汽水

産.

カサハラトゲウオジラミ(新称)

Thersitina kasaharai (Do, 1981)

異名リスト: Diergasilus kasaharaiDo, 1981

地理的分布:岡山県(児島湾: Do, 1981; Ho &

Do, 1982; Amado etal., 1995)

宿主:アユ(-),ボラ(岡山県)

寄生部位:鰭

備考:本種は当初,Do(1981)によって新属新

種として記載されたが, Ohtsuka et al. (2004&)

によってトゲウオジラミ属に移された.Do

(1982)はアユを本種の宿主として挙げたが,詳

細な情報がなく採集地は不明である.韓国

(Kim, 1998)と台湾(Lin & Ho, 1998)にも分布

する.本種のホロタイプとパラタイプは米国自

然史博物館に保管されている(Do, 1981).新標

準和名は,本種の種小名にあるkasaharaiを示

す笠原正五郎博士(広島大学名誉教授)に基づ

く.汽水産または海産.

Ergasilidae gen. sp.

地理的分布:岐阜県(木曽川水系:無記名,.
2002)

宿主:オイカワ(岐阜県),カマツカ(岐阜県),,

ニゴイ(岐阜県),コイ(岐阜県),フナ(岐阜県),.

カネビラ(岐阜県)

寄生部位:鰭

備考:本種の形態に関する情報はなく,単に

Ergasilidae sp.として報告された.淡水産.

Ergasilidae gen. spp.

地理的分布:島根県(中海本庄工区:大塚ほ

か, 1999,大塚, 1999)

備考:これらはParasitic copepod juvenilesお

よびParasitic copepod spp.として報告されたの
みで形態は記載されていないが,明らかにニセ

エラジラミ科に属するものである(大塚,未発

表).汽水産.

日本産エラジラミ科カイアシ類の検索表

成体雌の形態に基づいて日本産エラジラミ

類6属17種の検索表を示す.形態に関する情報

がまだ十分ではないE. versicolor, E. divergens,
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Ergasilus sp. 1, Ergasilus sp. 2はこの検索表に

含めない.

1.第2触角が透明膜で包まれる

".‥.フトウデニセエラジラミD.amplectens

一　第2触角が透明膜で包まれない.…….…‥‥2

2.第2触角先端の釣爪状エレメントが3個

……‥　ミツユ:tfハナジラミP.longidigitus

一　第2触角先端の鈎爪状エレメントが2個

一　第2触角先端の釣爪状エレメントが1個

3.第2触角先端の釣爪状エレメントはほぼ

同じ長さ

……‥….カサハラトゲジラミT. kasaharai

一　第2触角先端の鈎爪状エレメントは長

いエレメントの約半分の長さ

..…...……日..…‥トゲウオジラミT.gasterostei

4.第1胸脚の第2内股が伸長する
..……...……オオユどこセエラジラミN.bora

一　第1胸脚の第2内股が伸長しない‥‥….…5

5.第1胸脚の第2外股にある棟が肥大する

.….‥……ヤマトニセエラジラミN.japonicus

-　第1胸脚の第2外肢にある棟が肥大しな

6.頭胸部が瓢箪形(バイオリン形)を呈す
る

.….ヒョウタンニセエラジラミE.fidiformis

一　胸節前部がほぼ四角形または円形の背

甲をつくる 7

一　前休部が著しく伸長する　　　　　　　9

-　前体部が著しく伸長しない　　　　　10

7.第1胸脚の第3外股に1本の棟をもつ

….………　ダルマニセエラジラミE.auritus

-　第1胸脚の第3外股に2本の疎をもつ…‥8

8.第3-4胸脚の第3内股に1本の棟をもつ

….…...…シオミズニセエラジラミE.wilsoni

-　第3一日旬脚の第3内肢に棟をもたない

..………　アユニセエラジラミE.plecoglossi

9.第5胸脚をもつ

…日.…‥‥ナマズニセエラジラミE.pamsiluri

一　第5胸脚を欠く

…….オイカワニセエラジラミE.zacconis

10.大顎の中央突起は犬歯状外縁をもつ

.….・-ワカサギニセエラジラミE. hypomesi

一　大顎は鋸歯縁を有する3突起をもつ.…11

ll.第2胸節側面に窓状の皮殻器官をもつ

一　第2胸節側面に窓状の皮殻器官をもた

12.第5胸脚末端節に1本の刺毛をもつ

エゾニセエラジラミE.bani

-　第5胸脚末端節に2本の刺毛をもつ

……..……….ウキニセエラジラミE.genuinus

13.第1胸脚の第3外股に1本の棟をもつ

….…..トウヨウニセエラジラミE.orientalis

一　第1胸脚の第3外股に2本の棟をもつ

ブライアンこセエラジラミE.briani

今後の研究課題

本論文により,わが国からはこれまでに6属

19種と2未同定種のニセエラジラミ類(魚類寄

生性種は6属15種)が報告されていることが明

らかになった.しかしこれらには,本邦産標本

に基づく形態の記載が十分でない種も多く(例

えばダルマニセエラジラミ,ブライアンニセエ

ラジラミ,シオミズニセエラジラミ,Ergasilus

divergens, Ergasilus versicolor, Ergasilus sp. 1,

Ergasilus sp. 2),こうした種には新たな標本を
入手して,形態分類学的研究を行うことが必要

である.

上記の椙主・寄生虫リストに基づけば,こセ

エラジラミ類の宿主として報告された日本産

淡水魚・汽水魚(沿岸性海水魚を含む)は8日

12科22種(コイ目コイ科9種,ギギ科1種;ナ

マズ目ナマズ科1種;サケ日キュウリウオ科1

檀,アユ科1種;トゲウオ目トゲウオ科1種;求

ラ目ボラ科1種;トウゴロウイワシ目下ウゴロ

ウイワシ科1種;ダツ目サヨリ科1種;スズキ目

サンフィッシュ科1種,ドンコ科1種,ハゼ科3

檀)に過ぎない.川郡部ほか(2001)はわが国の
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Table 1. A list of host丘shes and ergasilid copepods.

コイ目Cyprininformes

コイ科Cyprinidae

3 < Cyprinus carpio Linnaeus

Ergasilidae gen. sp. (岐阜県)
ゲンゴロウブナCarassius cuvieri Temminck &

S chlegel

ミツユビバナジラミP. longidigitus (広島県)

ギンブナCarassius auratus langsdorfii Cuvier &
Valenciennes

ヤマトニセエラジラミN.iaponicus(北海道)

フナCarassius auratus subsp.
ヤマトニセエラジラミN.japonicus (広島県)

Ergasilidae gen. sp. (岐阜県)
カネビラAcheilognathus rhombeus (Temminck &

Schlegel)

Ergasilidae gen. sp. (岐阜県)
ゼニタナゴAcheilognathus typus (Bleeker)

ヒョウタンニセエラジラミE.fidiformis (茨城県)

オイカワZaccoplatypus (Temminck & Schlegel)
オイカワニセエラジラミE.zacconis(長野県,広

島県)

Ergasilidae gen. sp. (岐阜県)

ウグイTribolodon hakonensis (Giinther)

ヒョウクンニセエラジラミE.fidiformis(茨城県)

ワカサギニセエラジラミE. hypomesi(北海道)

ヤマトニセエラジラミN.japonicus (北海道)

モツゴpseudorasbora parva (Temminck & Schlegel)
ブライアンニセエラジラミE.briani(東京都,滋

H県)

ヒョウタンニセエラジラミE.fidiformis (茨城県)

ヤマトニセエラジラミN.japonicus(広島県)
ビワヒガイsarcocheiichtys variegatus microoculus
Mon

ヒョウタンニセエラジラミE.fidiformis (茨城県)

カマツカPseudogobio esocinus esocinus (Temminck

& Schlegel)

ミツユビバナジラミP. longidigitus (広島県)

Ergasilidae gen. sp. (岐阜県)
ニゴイHemibarbus barbus (Temminck & Schlegel)

Ergasilidae gen. sp. (岐阜県)

ナマズ目siluriformes

ギギ科Bagridae
ギギpseudobagrus nudiceps Sauvage

ミツユビバナジラミP. longidigitus (岡山県)
ナマズ科Siluridae

ナマズsilurus asotus Linnaeus

ナマズニセエラジラミE.parasiluri (滋賀県,福

同県)
ミツユビバナジラミP. longidigitus (岡山県)

サケ目Salmoniformes

キュウリウオ科Osmeridae

ワカサギHypomesus nipponensis McAllister
ダルマこセエラジラミE. auritus(北海道)

ブライアンニセエラジラミE.briani(北海道)
ワカサギニセエラジラミE. hypomesi (北海道,
茨城県)
シオミズニセエラジラミE.wilsoni(北海道)

アユ科Plecoglossidae
アユPlecoglossus altivelis altivelis Temminck &
S chlegel

アユニセエラジラミE.plecoglossi (兵庫県)
オイカワニセエラジラミE.zacconis(愛知県,岡

山県)

カサハラトゲウオジラミT.kasaharai(-)

トゲウオ目Gasterosteiformes

トゲウオ科Gasterosteidae

イトヨGasterosteus aculeatus (Linnaeus)

トゲウオジラミT.gasterostei (北海道)

ボラ目Mugiliformes
ポラ科Mugilidae
ボラMugil cephalus cephalus Linnaeus

フトウデニセエラジラミD.amplectens(三重県,
和歌山県,岡山県)
オオユどこセエラジラミN. bora (静岡県,三重
県,岡山県,島根県)
カサハラトゲウオジラミT.kasaharai(岡山県)

トウゴロウイワシ目Atheriniformes
トウゴロウイワシ科A血erinidae

トウゴロウイワシHypoatherina valenciennei
(B leeker)

トウヨウニセエラジラミE.orientalis(静岡県)

ダツ@ Beloniformes

サヨリ科Hemiramphidae

サヨリHyporhamphus sajori (Temminck & Schlegel)
トウヨウニセエラジラミE.orientalis(-)

スズキ目Perciformes

サンフィッシュ科Centrarchidae

ブルーギルLepomis macrochirus Rafinesque

ヤマトニセエラジラミN.japonicus (広島県,長

崎県)
ドンコ科Odontobutidae

ドンコOdontobutis obscura (Temminck & Schlegel)

ヤマトニセエラジラミN.japonicus(広島県)
ハゼ科Gobiidae

ウキゴV Gymnogobius urotaenia (Hilgendorf)

ブライアンニセエラジラミE.briani(滋賀県)

ワカサギニセエラジラミE.hypomesi(北海道)

ジュズカケハゼGymnogobius laevis (Steindachner)

ワカサギニセエラジラミE.hypomesi(北海道)

マハゼAcanthogobius flavimanus (Temminck &

S chlegel)
トウヨウニセエラジラミE. orientalis (静岡県,
高知県,長崎県)
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淡水魚(一部の汽水魚を含む)として約300種

をリストアップしており,この数字と比較すれ

ば宿主として記録された魚種は余りにも少な

い.これは,調査・研究の不足が大きな原因と

考えられ,今後は広範囲の淡水魚と汽水魚を調

査して,こセエラジラミ類を採集し,分類学的

研究によってニセエラジラミ類相を解明する

ことが望まれる.こうすることによって,近隣

の韓国や台湾,中国,ロシア東部におけるニセ

エラジラミ類相との比較が可能になり,その形

成過程に関する考察など,生物地理学的な研究

の進展を期待できるだろう.

山口左伸博士が記載し目黒寄生虫館に保管

されている一連の標本に関して,博士は記載を

行った際,タイプ標本の指定を行わなかった.

このため,博士が記載した各種の一連の標本は

シンタイプと位置づけでき,1個体をレクトタ

イプ,他の個体をパラレクトタイプに指定する

ことが可能である.実際には,レクトタイプと

パラレクトタイプを指定しても,上述したよう

に標本の状態が良くないため,体全体を大まか

に観察できる程度で,形態の詳細な観察は不可

能と思われる.しかし,新種設立のもとになっ

たレクトタイプとパラレクトタイプを指定す

ることは,今後,分類学的な研究を進める上で

大きな意義があると思われる.また博士は一連

の標本に基づいて新種を記載した際,タイプ宿

主を指定しなかったので,今後この作業も行う

べきである.なお,各種の備考で記した標本以

外に, 1936年4月10日に小浜産ウグイの鯉か

ら得た標本(SY3825)と1940年6月29日に京

都の桂産アユの鯉から得られた標本(SY3735)

が保管されている.前者について,博士はニセ

エラジラミ属とのメモが付しているが種まで

同定していない.後者について博士は何ら同定

を試みていないが,筆者のひとり(長揮)が観察

した結果,それは明らかにニセエラジラミ属に

所属するものであった.今後,これら標本も調

べる価値があろう.

わが国におけるニセエラジラミ類に生態学

的研究は極めて遅れている.生態学的知見は魚

類寄生性のヤマトこセエラジラミ(浦札2004

を参照)と浮遊性のウキこセニラジラミ(大塚

ほか, 2004を参照)で若干集積されたのみで,他

種ではほとんど皆無である.まず各種について,

生活史や生態に関する研究を行って,こセエラ

ジラミ類の生物学に関する理解を深めること

が重要である.

ニセエラジラミ類の大きな生態学的特徴の

ひとつは,彼らが種によって浮遊性,半浮遊性

(半寄生性),寄生性という異なった生活史をも

つことである(大塚ほか,2004).また,寄生性種

でも寄生するのは成体雌のみで,ナ-プリウス

幼生とコペボディド幼体,成体雄は自由生活を

送る.したがって,こうした多様な生活史をも

つニセエラジラミ類の生態を研究することは,

彼らの自由生活から寄生生活への進化過程を

解明する一助になると考えられ(浦和, 2004),

自然界に多く見られる寄生現象を深く理解す

ることにづながるだろう.

これに関連して,上記のE]録から明らかなよ

うに,寄生性種として記載された種であっても,

プランクトンとして出現する幼生や幼体,成体

雄に関する情報は極めて限られている.わが国

のニセエラジラミ類で,浮遊個体に関する記録

があるのはワカサギニセエラジラミ(Nagasawa

etal, 1989; Ohtsukaetal, 2004a),ヤマトニセエ

ラジラミ(Urawaetal., 19806),トゲウオジラミ

(小久保1914;岡野, 1974, 19876, c, 1991a; Oht-

suka et al., 20046)だけである.今後は寄生性種

であっても,その生活史や生態を明らかにする

ために,浮遊期にも注意を払って研究を進める

必要がある.

わが国のニセエラジラミ類のうち,特に養殖

魚に寄生して被害を与える種(例えばオイカワ

ニセエラジラミ[宿主:アユ】)については,感染

予防のために,生活史や宿主特異性,地理的分

布,個体数の経年・季節変化などの研究を行い,

基礎的な生態学的知見を収集する必要がある.

また養殖魚への寄生はまだ報告されていない

が,水産上重要な魚種に寄生する種(フトウデ

ニセエラジラミ【ポラ],ダルマニセエラジラミ
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【ワカサギ1,ブライアンニセエラジラミ【ワカサ

ギ等],ヒョウタンニセエラジラミ【ウグイ等],

トウヨウニセエラジラミ【マハゼ,トウゴロウ

イワシ,サヨリ],ナマズこセエラジラミ[ナマ

ズ1,アユニセエラジラミ[アユ1,シオミズニセエ

ラジラミ[ワカサギ1,オイカワニセエラジラミ

【アユ,オイカワ1,オオユどこセエラジラミ【ボ

ラ],ミツエビハナジラミ【ナマズ,ゲンゴロウ

ブナ等1,カサハラトゲウオジラミ【ボラ,アユ])
についても,同様な生態学的な研究を行い,宿

主との関わりを明らかにすることが必要であ

る.
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